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幸せの値段

新国立劇場演劇研修所公演
第8期生修了公演

文化庁委託事業 平成26年度
次代の文化を創造する新進芸術家育成事業

美術：乘峯雅寛

照明：鈴木武人

音響：信澤祐介

衣裳：西原梨恵

ヘアメイク：片山昌子

演出助手：泉 千恵

舞台監督：米倉幸雄

演劇研修所長：栗山民也

主催：文化庁　新国立劇場

制作：新国立劇場

作：ジョン・パトリック 　翻訳：安達紫帆 　演出：山下 悟

小劇場 ─THE PIT

2015年 3/4［水］  　8［日］



［公演日程］

2015年3月
4（水）7:00
5（木）7:00
6（金）2:00
7（土）1:00/6:00
8（日）2:00

開場は開演の30分前です。
開演中のご入場・ご着席はご遠慮ください。

《ものがたり》
アメリカのある街の施設クロイスターズに、未亡人ミ
セス・サヴェッジが３人の子どもに連れられてやって
来る。３人は先妻の子で、未亡人が莫大な遺産を「メ
モリアル基金」として気前よく支援に使うことを阻止
するために、施設に入所させたのだった。クロイスターズ
の入所者たちから温かく迎えられるミセス・サヴェッジ
と、彼らをも巻き込んで起こる子どもたちとの駆け引
きは……。

《作者ジョン・パトリック》
1905-1995。アメリカ・ケンタッキー州生まれ。ラジオ番組の脚本家
を経て、初の戯曲『Hell Freezes Over』、２作目の戯曲『The Willow 
and I』（グレゴリー・ペック主演）がブロードウェイで上演される。
54年上演（56年に映画化）の『Teahouse of the August Moon』

（『八月十五夜の茶屋』）がトニー賞とピューリッツア賞を受賞する
も、その後は主に映画界で活躍し、『慕情』『上流社会』などの脚本
を執筆。

《作品について》
初演は1950年、ニューヨークのマーティン・ベック劇場。ミセス・サヴェッジ
役を無声映画時代から活躍した名女優リリアン・ギッシュが演じた。日本
では、近年、文学座、劇団往来、劇団 NLT が上演している。

　2014年9月の試演会『親の顔が見たい』、朗読劇『少年口
伝隊一九四五』の連続公演、11月末のリーディング公演
『五月』を経た新国立劇場演劇研修所第8期生。本年1月の
『アンチゴーヌ』に続く修了公演として、アメリカの劇作家・
脚本家ジョン・パトリック作『ミセス・サヴェッジ ─幸せ
の値段─』を演出に山下悟を迎え、小劇場にて上演します。
　莫大な財産を相続した未亡人と施設の入所者たちとの
交流や、未亡人と成人した先妻の子どもたちとの駆け引き
などから「幸せの値段」を問いかける、ウェルメイドの佳作
に挑戦します。3年間の集大成となる公演をぜひご覧くだ
さい。

［前売開始］

2015年1月20日（火）〜
［チケット料金（税込）］
A席 3,100円  B席 2,500円
学生券 1,000円
ボックスオフィス窓口・電話での販売。お引き取りの際には学生証が必要です。

Z席 1,620円
公演当日、ボックスオフィス窓口のみでの販売。1人1枚、電話予約不可。
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［The Curious Savage］

新国立劇場演劇研修所 第8期生

荒巻まりの

薄平広樹

池田碧水

坂川慶成

鈴木麻美

永澤 洋

滝沢花野

堀元宗一朗

西岡未央 岸 昌代

吉田健悟（第7期修了）

〒151-0071 東京都渋谷区本町1-1-1
 TEL.03-5351-3011 （代）
京王新線（都営新宿線乗入）初台駅中央口直結
KEIO NEW LINE, HATSUDAI STATION

○アトレ会員･各種割引はありません。
○車椅子ご利用のお客様はボックスオフィスまでお問い合わせください。
○就学前のお子様のご同伴・ご入場はご遠慮ください。

NNTドラマスタジオ　 研修所長│栗山民也

新国立劇場演劇研修所は、明晰な日本語を使いこなし、柔軟
で強度のある身体をそなえた次世代の演劇を担う舞台俳優を
育成しています。3年間の研修期間では、俳優としての基礎的
な訓練を行うと共に、年次を追って様々な演劇のメソッドや
考え方を学んでいきます。その上で緻密なテキスト分析を元
にしたシーンスタディを経て、3年次には舞台実習を行います。
http://www.nntt.jac.go.jp/play/training/
★演劇研修所Facebookページもチェック ！！

文化庁委託事業「平成26年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
新国立劇場演劇研修所公演 第８期生修了公演

 ［ミセス・サヴェッジ ─幸せの値段─］

［チケット取り扱い］
チケットぴあ
0570-02-9999 

（Pコード 441-386）
http://pia.jp/t/

［ボックスオフィス］

03-5352-9999
Webボックスオフィス

http://pia.jp/nntt/
webボックスオフィス


